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平成２５年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

                             平成２５年９月５日 

                             午後１時００分開会 

                             於   議   場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第５３号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第５４号 竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第５５号 竜王町ふれあい相談発達支援センター設置条例の一部を改 

            正する条例 

日程第 ６ 議第５６号 平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議第５７号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議第５８号 平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第 ９ 議第５９号 平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１０ 議第６０号 平成２４年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 議第６１号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第６２号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第６３号 平成２４年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１４ 議第６４号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

日程第１５ 議第６５号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

日程第１６ 議第６６号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

日程第１７ 議第６７号 平成２４年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１８ 報第 ３号 平成２４年度竜王町健全化判断比率について 

日程第１９ 報第 ４号 平成２４年度竜王町資金不足比率について 
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日程第２０ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１１名） 

 １番 小 森 重 剛   ２番 竹 山 兵 司 

 ４番 岡 山 富 男   ５番 山 田 義 明 

 ６番 内 山 英 作   ７番 貴 多 正 幸 

 ８番 古 株 克 彦   ９番 松 浦   博 

１０番 西 村 公 作  １１番 菱 田 三 男 

１２番 蔵 口 嘉寿男    

３  会議に欠席した議員（ １名） 

 ３番 若 井 敏 子 

４  会議録署名議員 

 １番 小 森 重 剛   ２番 竹 山 兵 司 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹山 秀雄  代 表 監 査 委 員 吉田 定男 

副 町 長 川部 治夫  教 育 長 岡谷ふさ子 

会 計 管 理 者 赤佐 九彦  総 務 政 策 主 監 福山 忠雄 

住 民 福 祉 主 監 松瀬徳之助  産 業 建 設 主 監 村井 耕一 

総 務 課 長 奥  浩市  政 策 推 進 課 長 杼木 栄司 

生 活 安 全 課 長 井口 清幸  住 民 税 務 課 長 犬井 教子 

健 康 推 進 課 長 嶋林さちこ  産 業 振 興 課 長 兼 
農業委員会事務局長 

井口 和人 

建 設 計 画 課 長 竹内  修  工業団地推進課長 尾﨑 康人 

教 育 次 長 山添登代一  学 務 課 長 市田太芽男 

生 涯 学 習 課 長 田邊 正俊    

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 若井 政彦  書 記 臼井由美子 
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開会 午後１時００分 

○議長（蔵口嘉寿男） 皆さん、こんにちは。 

ただいまの出席議員数は、１１人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２５年第３回竜王町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２５年竜王町議会第３回定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、第３回定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には何かと御多用

の中を万障お繰り合わせの上、御出席を賜り厚く御礼を申し上げます。 

ことしの夏は梅雨明けと同時に猛暑がやってまいりました。立秋以後も記録的

な暑さが続き、四国の四万十市では、４日連続の４０℃以上を記録したほどであ

ります。滋賀県下におきましても、東近江地域では７月から８月にかけ最高気温

３５℃以上の日が１８日あったということでありました。 

議員の皆様には、このような厳しい暑さが続く中ではありましたが、御健勝に

て、日夜を分かたず議会活動に御専念いただいておりますことに深甚の敬意を表

しますとともに、日ごろは行政執行に当たっております私どもに対し、格段の御

指導と御鞭撻を頂戴いたしており、心から感謝を申し上げる次第でございます。 

３月定例会会期中に県の計量検定所から指摘を受けました水道量水器期限切れ

の不祥事に関しましては、改めまして町の皆様におわびを申し上げるところであ

ります。町として一日も早い全数交換に向かいましたものの、取りかえ作業が極

めて困難なものが発見され、当初申し上げておりました予定以上に工事期間が必

要となりましたが、９月４日をもって全数取りかえを終了することができました

ので、皆様に御報告させていただきます。議員各位にはこの間、御指導をいただ

き、厚く御礼を申し上げます。 

去る８月４日には滋賀県消防協会の消防ポンプ操法大会が県の消防学校を会場

として開催されましたが、当日の午前１０時ごろ、東近江行政組合消防長から私

に書面をもって、東近江市小脇町で発生した消火訓練中の事故状況の報告があり

ました。重傷者、軽傷者の方々、それぞれ行政組合の救急車で搬送したところで

すが、大変な事故となり、原因追求は無論のこと、訓練のあり方について再点検

を早急に行いますとの内容でありました。その後、東近江行政組合の所管課長会

議が招集され、火気を使う訓練を中止する申し合わせがなされたと報告を受けま
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した。 

さらには、８月お盆休み中に、京都府福知山市において屋台の発電機燃料補充

用ガソリン携行缶が爆発し、お亡くなりになられた方がありますし、多数の負傷

者が出る大惨事となったことは皆様、新聞、テレビの報道にて御承知のとおりで

あります。たくさんの人が集まる行事、イベント等に対する注意喚起と、万が一

の場合に備える保険加入も検討して行かねばならないと考えているところであり

ます。 

竜王町でも８月２４日に山之上地先にて漏電による住宅火災が発生し、その他

火災の発生が目立ちます。たばこの投げ捨てによる雑草火災、刈り取った草を燃

やした火が風等により燃え広がり、消防車の出動、また庁内班のみの出動件数も

ふえております。町の皆様には、火気使用に対して、いま一度しっかりと御認識

をいただきたいと思う次第であります。 

さて、本定例会では、平成２４年度の決算数字を御審議願うところであります

が、同決算数字に基づく財政健全化判断比率の一つであります実質公債費比率が

１６．７％となり、１８％を下回る数字となりました。就任させていただいて以

来、財政の健全化を町の皆様に訴え続け、何はさておいても１８％を切ることが

当面の課題と、その都度、課題に上げさせていただきながら、行財政改革に取り

組み、町民皆様の御協力・御理解を求めてまいりました。住民の皆様の目に映る

形で、数字の改善への方向がお示しできることに対しまして、改めて感謝を申し

上げるところでございます。 

あわせまして、同健全化判断比率の一つであります将来負担比率が７７．３％

となり、前年度に比べても大幅な改善となりました。町民の皆様、企業、事業所、

商店の皆々様に感謝と御礼を申し上げさせていただき、改革改善でたくましいま

ちづくり、未来に羽ばたくまちづくりの方向へかじ取りができるようになりつつ

あるものと確信いたしているところであります。 

しかし反面、本町には一般会計、特別会計を合計して、いまだに１１０億円の

起債残高がある厳しい状況にあることを認識しておかねばなりません。考察させ

ていただきますに、単純に計算しますと、私が就任させていただいてより、１４

億円の借金減、６億円の基金増となっていることは、実質２０億円の数字的改善

となり、地方財源が厳しい状況下に置かれているとき、独自の行政経営を進める

本町として、起債残高を少しでも縮減し、予算編成時には、歳入歳出のバランス

がしっかりととれるように持っていかねばならないと考えているところでありま
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す。引き続き、町の財政運用、行政経営に関し議員各位の御指導をよろしくお願

い申し上げます。 

最後に、第２回定例会後のまちの主なる動きをかいつまんで御報告申し上げた

いと存じます。 

まずは総務政策部門でありますが、７月３日に株式会社ワークマン竜王流通セ

ンターの竣工・稼働となりました。竜王インターチェンジ周辺小口工業地域にお

いて立地誘導してまいりました株式会社ワークマン竜王流通センターが竣工され、

７月１９日より西日本の拠点として配送を開始されたところであります。 

なお、竣工式の後、株式会社ワークマンさんと災害時における物資の供給協力

に関する協定書を締結させていただきました。 

７月１１日、三井アウトレットパーク滋賀竜王の第Ⅱ期増床オープンとなりま

した。第Ⅱ期増床の建設工事をされていた三井アウトレットパーク滋賀竜王が７

月１１日にスケールアップオープンをされ、一層のにぎわいが増してきたところ

でございます。 

７月２１日、参議院議員選挙が執行されました。 

７月３０日、近江八幡地区防犯自治会主催で、安全で安心なまちづくりフォー

ラムを開催されました。 

８月４日、第４８回滋賀県消防操法訓練大会に竜王町消防団から小型ポンプの

部に第１分団第４班のチームが出場しました。小口、松が丘、希望が丘から成る

団員のチームでございます。結果、竜王町消防団は１３位でありました。 

８月７日、福島県新地町より副町長、町議会議長が来庁され、今日までの竜王

町からの支援に対しましてお礼を述べられました。 

８月８日、平成２５年竜王町議会第２回臨時会を開催いたしました。 

８月１０日、竜王町公民館において第３回竜王町平和祈念式を挙行いたしまし

た。 

９月１日、竜王町総合防災訓練を実施し、各地域に職員が出向き、避難を主に

訓練に参画するとともに、各地域の避難における課題を探り、今後の訓練に反映

させていただくこととしました。 

次に、産業建設部門でございます。 

６月２１日、工業団地の正式名称が「滋賀竜王工業団地」と決定されました。 

７月２５日、日野川改修期成同盟会の会員による国土交通省近畿地方整備局と

滋賀県に対し、平成２６年度予算及び直轄化の要望活動を行いました。 
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８月３日、２０１３ふるさと竜王夏まつりが開催されました。 

８月７日、日野川改修期成同盟会の会員による国土交通省と滋賀県選出国会議

員に対し、平成２６年度予算及び直轄化の要望活動を行いました。 

最後に教育委員会では、７月１６日、森本真敏さんの夏季デフリンピック出場

壮行会をとり行いました。ブルガリアのソフィアで７月２６日から８月４日まで

開催され、銀メダルを獲得されたところであります。 

７月２１日、地域でのラジオ体操を広めるためのラジオ体操実技指導講習会を

総合運動公園芝生広場で開催、約９０名の皆さんに御参加いただきました。また

夏休み期間中、各自治会を巡回訪問等に努めてまいりました。 

８月８日から１０日にかけてでありますが、福島県新地町との小学生国内交流

の受け入れを行いました。妹背の里を中心に宿泊、町内見学、琵琶湖での湖水浴

など新地町１２名、竜王町１９名の児童が交流を深めたところであります。 

８月１０日、竜王幼稚園ＰＴＡが長年の功績が認められ、優良ＰＴＡ文部科学

大臣表彰を受賞されました。 

８月１３日、竜王中学生男子ソフトテニス部が近畿大会出場を果たし、その結

果、個人戦で全国大会へ、また、県吹奏楽コンクールで吹奏楽部が金賞を受賞し、

関西大会へ出場となり、出場壮行会を開催し、吹奏楽部は関西大会で銅賞を受賞

されたところであります。日ごろの練習の成果のたまものであり、今後の活躍に

期待したいと思っているところでございます。 

以上が第２回定例会後のまちの主なる動きでございます。 

なお、本定例会では、条例の改正に関しましての案件が３件、補正予算に関し

ましての案件が４件、決算認定に関しましての案件が８件、ほか報告２件、合計

１７件の案件の提出と７件の追加案件の提出を予定させていただいております。

何とぞ慎重なる御審議を賜り、お認めをいただきますようお願い申し上げまして、

開会の御挨拶とさせていただきます。どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規則第１１９条の規定

による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いいたします。な

お、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議長（蔵口嘉寿男） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１１８条の規定により、１番 小森重剛議員、２番 竹山兵司議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月２７日までの２３日間

といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から９月２７日までの２３日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第５３号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第５４号 竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第５５号 竜王町ふれあい相談発達支援センター設置条例の一部を改 

            正する条例 

日程第 ６ 議第５６号 平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議第５７号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議第５８号 平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第 ９ 議第５９号 平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１０ 議第６０号 平成２４年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 議第６１号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第６２号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第６３号 平成２４年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１４ 議第６４号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 
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            について 

日程第１５ 議第６５号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

日程第１６ 議第６６号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

日程第１７ 議第６７号 平成２４年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第１８ 報第 ３号 平成２４年度竜王町健全化判断比率について 

日程第１９ 報第 ４号 平成２４年度竜王町資金不足比率について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第３ 議第５３号から日程第１７ 議第６７号までの

１５議案及び日程第１８ 報第３号、日程第１９ 報第４号の２報告についてを

一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第５３号から議第６７号

までの１５議案及び報第３号、報第４号の２報告につきまして順を追って提案理

由を申し上げます。 

まず、議第５３号から議第５９号までの７議案につきまして提案理由を申し上

げます。 

議第５３号、竜王町税条例の一部を改正する条例につきましては、年金所得者

の納税の便宜や徴収事務の効率化の観点から、年金所得者の公的年金からの特別

徴収のうち、仮徴収分を前年度分の年税額の２分の１とすること。また、特別徴

収税額を通知した後に税額が変更された場合や賦課期日後に転出された場合にお

いても一定の要件のもと、特別徴収を継続することとされたものでございます。

さらに社会保障と税の一体改革に伴う「成長による富の創出に向けた税制」のた

め、税負担に左右されずに金融商品を選択できるよう、金融所得の課税の一体化

をさらに推進することとされたものでございます。内容としましては、金融所得

間の課税方式の均衡化、そして損益通算の拡大でございます。 

次に、議第５４号、竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきま

しては、株式等に係る譲渡所得等の申告分離課税制度の組みかえに伴う規定の整

備等であります。 

今回の税制改正において、特定公社債等の利子等に係る利子所得が新たに申告

分離課税の対象とされたこと、また、株式等に係る譲渡所得等の申告分離課税制

度が上場株式等に係る譲渡所得等の申告分離課税制度と一般株式等に係る譲渡所
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得等の申告分離課税制度に組みかえされたこと等に伴うものでございます。 

次に、議第５５号、竜王町ふれあい相談発達支援センター設置条例の一部を改

正する条例につきましては、子ども療育事業につきましては、これまで近江八幡

市へ事務委託により実施をしてまいりましたが、改正児童福祉法により、本事業

が児童発達支援事業として新たに位置づけられたことと、保育所等訪問支援事業、

放課後等デイサービス等の事業が創設され、身近な地域で支援を実施できる体制

を整えていく方向が示されました。 

このようなことから、本町においても、法の目指すところにより身近な地域で

療育を提供し、健やかに育ち学ぶことを目標に、児童とその保護者に対する支援

の充実を図るため、平成２６年４月より竜王町ふれあい相談発達支援センターに

おいて、児童福祉法第６条の２第１項に規定する、障害児通所支援事業のうち児

童発達支援及び保育所等訪問支援を実施するため、条例第１条の設置目的にこれ

を加え、あわせて文言の修正をするため条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議第５６号、平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第２号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第１号）までの歳入歳出予

算額が６２億９，２１６万２，０００円でございます。今回、この総額に歳入歳

出それぞれ６，０５０万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ６３億５，２６６万３，０００円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、総合行政システムのリプレース

業務に係る電算プログラム開発委託料、住民税税法改正システム対応業務委託料、

町税過年度過納還付金、子ども療育事業に係る開設準備経費、保育士等処遇改善

臨時特例事業補助金、農業用施設維持補修工事、日野川流域土地改良区負担金、

日野川用水管理協議会負担金、県単独土木建設事業負担金、緊急雇用創出特別推

進事業を活用した文化財確認調査業務委託料の増額等でございます。 

次に、議第５７号、平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第１号）までの歳入

歳出予算額が６億９，７７５万７，０００円でございます。今回、この総額に歳

入歳出それぞれ１８４万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ６億９，９６０万４，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳出では、総務費として要介護認定調

査業務の委託料が８万４，０００円の増額でございます。これは認定調査の件数

について増加傾向にあることから、今後、福祉課の調査員による対応を超えると
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見込まれる分について増額をお願いするものでございます。 

また、保険給付費として、要介護認定者の福祉用具購入に係る居宅介護福祉用

具購入費が２０万円、要支援認定者が利用する福祉用具の購入に係る介護予防福

祉用具購入費が１０万円、要支援認定者の住宅改修に係る介護予防住宅改修費が

７０万円のそれぞれ増額でございます。 

福祉用具購入費につきましては、要介護・要支援ともに認定者数が増加傾向に

あり、申請件数の増加が見込まれること、また、介護予防住宅改修費については、

要支援認定者から相談件数がふえており、申請件数の増加が見込まれることから

それぞれ増額をお願いするものでございます。 

また、諸支出金といたしましては、第１号被保険者保険料の還付金について２

８万２，０００円、過年度介護給付費交付金等償還金としまして、平成２４年度

地域支援事業費の確定により、国・県・支払基金交付金に一部返還が生じました

ので、４８万１，０００円のそれぞれ増額をお願いするものでございます。 

歳入におきましては、保険給付費に見合う、国・県・支払基金の公費負担分並

びに一般会計繰入金、繰越金の増額でございます。また、平成２４年度の介護給

付費負担金の確定により、国・県・支払基金の公費負担分が２６４万５，０００

円の追加交付となります。その追加交付分につきましては、介護給付費準備基金

繰入金を２６４万５，０００円の減額とし、予算の組みかえを行います。 

次に、議第５８号、平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）につきましては、現在、お認めをいただいております当初予算の歳入歳出

予算額が、８，２２０万円でございます。今回、この総額から歳入歳出それぞれ

２７万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，１９

２万３，０００円といたしたいものでございます。 

歳出予算の内容といたしましては、後期高齢者医療システムソフト保守料が、

１０月より総合行政システムのリプレース業務に係って一括管理とすることから

総務費の一般管理費が４７万２，０００円の減額、被保険者の所得税の過年度分

修正申告による所得の減額に伴い保険料額が減額し、還付金が発生したことによ

り、諸支出金の保険料還付金が１９万５，０００円の増額でございます。 

歳入予算の内容といたしましては、事務費繰入金が４７万２，０００円の減額、

諸収入の保険料還付金が１９万５，０００円の増額でございます。 

次に、議第５９号、平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につ

きましては、平成２５年度竜王町水道事業会計の第９条で定めました棚卸資産の
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購入限度額の既決予算額は５００万円ございます。今回、この予算額を２００万

円増額し、７００万円にさせていただくものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、上水道量水器交換に伴い、その他の資産も

含めた棚卸資産の購入費用の限度額が不足することから、これを増額するもので

ございます。 

以上、議第５３号から議第５９号までの７議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第５６号及び議第５９号につきましては、詳細に

ついて担当課長より説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただ

きますようお願い申し上げ、提案理由とさせていただきます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 奥総務課長。 

〇総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から平成２５年度竜王町一般会計補正予

算（第２号）の内容について、提案理由の説明があったわけでございますが、さ

らにその内容についてお手元配付の補正予算の概要により説明させていただきま

す。 

歳出補正予算のほうから御説明をさせていただきます。 

まず、電算プログラム開発委託料について１２４万４，０００円を追加させて

いただくものでございます。本年度実施を予定しております総合行政システムの

リプレース業務に係って、これらに係ります保守業務の委託についてもこれにあ

わせて切りかえとなる予定ですが、これにあわせて、これまで個別にシステムを

整備しております滞納管理システム、地域包括支援システム及び後期高齢者医療

システムについて、今回のリプレースにおいて一体的な整備を行うものでござい

まして、この三つのシステムに係る保守業務の委託について、当初予算におきま

してはそれぞれ１年間の予定をしていたものを本年９月末までの半年間とし、残

りの１０月以降分について、総合行政システムに係る保守業務に含めて委託する

ため、この三つのシステムの所管事業において個別に計上していた分をそれぞれ

減額した上で、本委託料を増額するものでございます。 

続きまして、住民税税法改正システム対応業務委託料分１１０万１，０００円

の追加でございます。本年４月に条例改正を行いました延滞金等の利率見直しに

伴うシステム改修に要する分でございます。 

続きまして、町税過年度過誤納還付金でございますが、現時点での予算に対す

る不足分を含めた１，０２０万円を追加するものでございます。 

続きまして、子ども療育事業でございます。平成２６年４月１日から本町にお
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いて児童発達支援事業の開始を予定しているところですが、これの開設準備に向

けて４６８万７，０００円を追加させていただくものでございます。 

続きまして、保育士等処遇改善臨時特例事業補助金２８２万１，０００円でご

ざいます。こちらにつきましては、国の成長戦略の一つとして待機児童解消加速

化プランがございますが、保育士の人材確保対策を推進する一環として保育士の

処遇改善に要する費用に対する分を私立保育所に交付するものでございます。 

続きまして、農業用施設維持補修工事でございますが、町が事業主体となって

実施いたします町内山之上の西出地先及び東出地先における農道の舗装を行うた

めの工事請負費５５５万円でございます。 

続きまして、日野川流域土地改良区負担金でございますが、日野川流域土地改

良区を事業主体として実施する農業基盤整備促進事業（事業費３，０００万円、

揚水機の修繕）について、構成市町の負担割合に基づく竜王町負担分３５１万円

を追加するものでございます。 

続きまして、日野川用水管理協議会負担金１，３８７万７，０００円及び国営

造成施設管理協議会負担金１１５万２，０００円でございますが、いずれも土地

改良施設（農業用水）の運営に係る追加補正でございまして、主な増加要因とい

たしましては、本年度における電気料金の値上げ分に加え、この夏の少雨により

ます施設の稼働が平年に比べて増加いたしましたことに係る電気料金の増加によ

るものでございます。 

続きまして、県単独土木建設事業負担金２８６万３，０００円でございますが、

竜王町内における県施工の道路改良工事等に係る町負担分でございます。 

続きまして、文化財確認調査業務委託料９９９万１，０００円でございますが、

県の緊急雇用創出特別推進事業を活用した文化財の重点調査事業として増額する

ものでございます。 

続きまして、歳入補正予算の主なものについて御説明をさせていただきます。 

まず、分担金負担金につきましては、先ほど御説明させていただきました日野

川用水管理協議会負担金に充当するための基幹水利施設管理事業地元分担金１，

１１５万３，０００円及び農業用施設維持補修工事に充当するための農業基盤整

備促進事業地元分担金２９２万５，０００円のそれぞれ増額でございます。 

また、国庫支出金につきましては、国の制度改正等を受けまして、子育て支援

交付金として歳入していたものが本年度からは県支出金の子育て支援環境緊急整

備事業費補助金として県を通じて交付されることとなりましたことから、子育て
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支援交付金が５７５万６，０００円の減額となり、県支出金のうち子育て支援環

境緊急整備事業費補助金の８８３万円の追加といったものが、その他の増額の要

素もございますが、これに係ります財源振替によるものでございます。 

同じく国庫支出金のうち農業基盤整備促進事業補助金につきましては、町が事

業主体となって実施します農道舗装工事に係る分２９２万５，０００円、地域の

元気臨時交付金（農業基盤整備促進事業）につきましては、日野川流域土地改良

区を事業主体とした土地改良施設の修繕工事に係る竜王町負担分に対する分２４

５万７，０００円のそれぞれ追加でございます。 

また、県支出金のうち基幹水利施設管理事業補助金につきましては、日野川用

水管理協議会負担金に充当するための分１９５万６，０００円及び文化財確認調

査業務委託料に充当するための緊急雇用創出特別推進事業補助金９９９万１，０

００円のそれぞれ増額でございます。加えて、今回の補正に充当するための前年

度繰越金が２，４４０万８，０００円の増額でございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、平成２５年度竜王町一般会計補正予算

（第２号）の内容説明といたします。よろしく御審議を賜り、御承認をいただき

ますようお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 村井産業建設主監。 

○産業建設主監（村井耕一） 今回の水道量水器期限切れ問題につきましては、町

民皆様の信頼を大きく損なう事態を招きましたことに、深くおわびを申し上げま

す。まことに申しわけございませんでした。 

量水器交換作業は６月から本格的に進めてまいり、期限切れ量水器の全ての交

換が完了いたしました。今後は、上水道量水器期限切れ問題調査及び再発防止対

策委員会からの提言に基づく上下水道事業運営委員会からの御意見をもとに、今

後二度とこのような事態を招かないよう信頼回復に向け努めてまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

それでは、町長から平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につ

いて提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその内容について御説

明申し上げます。 

補正予算の内容といたしましては、平成２５年４月の臨時会において可決いた

だきました水道事業会計補正予算（第１号）におきまして、水道量水器の期限切

れ事案に係る量水器取りかえ対応のための分として、配水及び給水費の修繕費に

おいて増額補正をさせていただいたところでございます。 
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これとあわせて、当初予算に計上しておりました予算第９条の棚卸資産限度額

５００万円において、今回の量水器取りかえに係る分として執行する中で、納期

の関係から新品の量水器を多く納入することで作業を進めてきたところでござい

ます。また、個々の現場の状況等に応じて止水栓やボックス等の購入が必要とな

りましたことから、当初予算の限度額の枠いっぱいの執行となったところでござ

います。 

今年度これ以降に発生が予想されます漏水修理等に対応するための分につきま

して限度額が不足する状況となったことから、予算第９条の棚卸資産の購入限度

額につきまして、２００万円を追加させていただくものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第５９号、竜王町水道事業会計補正

予算（第３号）の内容を申し上げ、説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第６０号から議第６７号までの８議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

議第６０号、平成２４年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について、議第６

１号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

認定について、議第６２号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施

設勘定）歳入歳出決算認定について、議第６３号、平成２４年度竜王町学校給食

事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第６４号、平成２４年度竜王町下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第６５号、平成２４年度竜王町介

護保険特別会計歳入歳出決算認定について及び議第６６号、平成２４年度竜王町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についての７議案につきましては、地

方自治法第２３３条第２項の規定により、去る７月５日から７日間にわたり、町

監査委員さんによる決算審査を終えていただきましたので、同法第２３３条第３

項の規定に基づき、議会の認定に付するものでございます。 

次に、議第６７号、平成２４年度竜王町水道事業会計決算認定についてにつき

ましては、去る６月４日に町監査委員の審査を終えまして、地方公営企業法第３

０条第４項の規定に基づき議会の認定に付するものでございます。 

事業の概況、経営状況等につきましては、後ほどその詳細について担当課長か

ら説明させますが、平成２４年度につきましても、常に経営の健全化と施設の効

率的な維持管理に努めてきたところでありますが、量水器期限切れ問題につきま

しては、町民皆様の信頼を損なうこととなり、まことに申しわけございませんで
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した。今後は信頼回復へ向けて、いま一度法令遵守のもと、事業運営に取り組ん

でまいります。 

それでは、改めまして平成２４年度の水道事業会計決算について提案理由を申

し上げます。 

収益的収支におきましては、収益が３億３５３万５，２７１円で、費用が２億

６，２３７万９，６２２円となり、４，１１５万５，６４９円の純利益となった

ものでございます。 

以上、議第６０号から議第６７号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては、会計管理者及び担当課長から

説明をさせますので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申

し上げ、提案理由といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） この際申し上げます。 

ここで午後２時５分まで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 １時５０分 

再開 午後 ２時０５分 

○議長（蔵口嘉寿男） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

赤佐会計管理者。 

○会計管理者（赤佐九彦） ただいま、町長から提案理由を申し上げました議第６

０号から議第６６号までの７議案につきまして提案説明をさせていただきます。 

平成２４年度の一般会計並びに各特別会計のそれぞれの決算につきましては、

地方自治法第２３３条第１項及び地方自治法施行令第１６６条並びに同法施行規

則第１６条及び第１６条の２の規定により調製をいたしましたもので、その決算

概要につきまして御説明申し上げます。お手元に決算報告書をお届けいたしてお

りますので、これを中心にして御説明申し上げたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

まず、議第６０号、平成２４年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について、

決算の概要を御説明申し上げます。決算報告書の１ページをごらんいただきたい

と思います。 

一般会計の決算額は、歳入総額が６１億１４５万５８２円、歳出総額が５８億

５，８３３万７，４８７円となり、歳入歳出差引額は２億４，３１１万３，０９

５円となりました。このうち、平成２５年度に繰り越した事業に要する財源１億

２，６８１万６，０００円を差し引きますと、実質収支額は１億１，６２９万７，
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０９５円の黒字となります。ここから平成２３年度の実質収支額であります２億

６，２００万８，１３９円を差し引きますと、単年度収支額は１億４，５７１万

１，０４４円の赤字となります。さらに、単年度収支額に町債の繰上償還に要し

た費用３億４，０９１万５，１５２円と財政調整基金への積立金５億３，９０７

万２，５４４円を加え、財政調整基金取り崩し額については本年度は０円であり

ましたので、実質単年度収支額は７億３，４２７万６，６５２円の黒字というこ

とになりました。 

なお、平成２３年度の実質単年度収支額が３億４，５７６万８，４２９円の赤

字でありましたことと比較いたしますと、平成２４年度の決算は一転して大変好

調なものとなったところであります。 

平成２４年度の歳入の財源構成状況、歳出の目的別並びに性質別構成状況を図

示いたしますと、１２５ページからの円グラフのようになります。 

まず、歳入の財源構成状況でございますが、自主財源が６７．５％、依存財源

が３２．５％となっており、平成２３年度は、自主財源が７５．２％、依存財源

が２４．８％でありましたので、前年度と比較しますと、自主財源率が低い数値

を示しておりますが、前年度は基金から多額の繰り入れを要した中での結果でご

ざいました。また、歳入総額では、前年度に比べてプラス８億５，６８１万９，

５７８円、率にして１６．３％の増となりました。 

前年度と比較して億単位で変動のありました科目について、その要因等を見て

みますと、自主財源のうち、町税収入については３６億３，１１９万８，０００

円となり、前年度と比較いたしますと、固定資産税が１億７，７１２万５，００

０円減少していますが、法人町民税において７億８，７２７万２，０００円の増

収となり、町税全体として差し引きをいたしますと６億４，４３３万５，０００

円という大幅な増収となりました。このことは、平成２３年度においては、東日

本大震災の影響により法人住民税等が大きく減少しましたが、平成２４年度には

緩やかな経済の持ち直しと企業の業績回復を受けた結果であると考えられます。 

繰入金は税収の伸び等により大きな繰り入れはなく、未来につなぐふるさと交

竜基金の繰り入れ分１９３万円のみでありましたので、前年度と比較すると４億

９，９１６万１，０００円の減少となりました。 

次に、依存財源では、平成２３年度の税収の減少との関連から地方交付税が２

億９，０３４万円となり、前年度と比較して１億４，８８４万８，０００円の増

加となりました。 
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町債については７億４，６２９万７，０００円となり、前年度と比較すると５

億４，２９１万６，０００円の増加でありますが、主な要因は、臨時財政対策債

が３億２，８６１万６，０００円増加したことにあわせて、竜王小学校改造等に

係る小学校大規模改造事業債が１億２，７９０万円、減収補填債が３，６８０万

円、学童施設整備に係る児童福祉施設整備事業債２，４８０万円などが増加の主

な要因であります。 

なお、そのほかに増減率で大きな変化のありましたものは地方特例交付金であ

りますが、減少分のうち、児童手当制度の改正を受けて児童手当及び子ども手当

に係る分が１，６２４万７，０００円減少したことにより、前年度対比マイナス

７４．７％となりました。 

次に、１２６ページ、歳出の構成比を目的別に見てみますと、民生費が２１．

１％、公債費が１５．３％、教育費が１４．２％、諸支出金が１２．８％、総務

費が１１．５％、土木費が７．９％、衛生費が６．４％、農林水産業費が４．

８％、消防費が４．０％、議会費が１．３％、商工費が０．５％、労働費が０．

２％となっております。 

決算状況報告書の目的別決算状況の対前年度比較で増減の著しいものについて

説明を申し上げます。 

議会費においては議員共済会負担金が８８９万９，０００円減少したことによ

り、マイナス８．６％、７１５万円の減となりました。 

総務費にありましては、１億２４万９，０００円、率にして１３．０％減少し

ておりますが、主な要因は、平成２３年度には、賦課徴収費において町税の過年

度過誤納還付金が１億１，６３９万７７１円ありましたが、平成２４年度には、

３００万８，４２６円と大きく減少したことによるものであります。 

次に、民生費におきましては、６，２５３万６，０００円、率にして５．３％

の増加となりました。内訳として児童手当が２，６６５万８，０００円、福祉医

療扶助費が１，７１７万２，０００円と、それぞれ減少いたしましたものの、自

立支援給付費が２，５４４万１，０００円、竜王小学校学童保育所施設整備に係

る設計等委託及び工事請負費が４，３５６万５，０００円、民間保育所の新規整

備に係る土地開発基金からの用地取得費１，１７７万１，０００円等の増による

ものであります。 

次に、衛生費では３，４０５万５，０００円、率にして１０．０％の増加とな

っていますが、子宮頸がんワクチン接種業務委託料が３０７万４，０００円の減
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となったものの、中部清掃組合負担金が１，８１７万１，０００円、ダイオキシ

ン類分析業務委託料が１６０万１，０００円、妊婦検診事業委託料が３８３万１，

０００円、水道事業補助金が１，４６９万６，０００円の増となったことが主な

要因であります。 

労働費においては大きな変動はございません。 

また、農林水産業費においては農業振興地域整備計画策定業務委託料が４６２

万円の増、農業用施設維持補修工事が６７９万１，０００円の増となったものの、

日野川流域土地改良区負担金が１，０７３万８，０００円の減となったことによ

り、０．２％の微増となりました。 

商工費がマイナス１３．１％となりましたのは、夏まつりの隔年開催により事

業費が減少したことなどに伴うものであります。 

土木費が４，４０６万円、率にして１０．４％増加していますのは、町道松陽

台安養寺線新設事業が２，０６１万３，０００円、町道鏡七里線舗装改良工事が

１，１８９万６，０００円、篠原駅周辺都市基盤整備事業負担金が７５４万６，

０００円など、それぞれの増加に伴うものであります。 

消防費においては、消防災害補償掛金が４３７万８，０００円減となったもの

の、地域防災計画策定業務が６４０万５，０００円、消火栓設置工事負担金４０

４万８，０００円などの増により、差し引き７２８万円、３．２％の増加となり

ました。 

教育費については、空調施設整備のリース対応により物件費が１，５２９万４，

０００円の増、竜王小学校大規模改修工事が１億９，６９３万１，０００円、中

学校体育館大規模改造実施設計業務委託２５５万２，０００円等により、２億６，

２１３万９，０００円、率にして４６．０％の大幅な増加となりました。 

次に、公債費にありましては３億４，０９１万円と大きな繰り上げ償還を実施

したことにより１億４，５６２万５，０００円の増、率にすると１９．４％の増

加となりました。 

諸支出金については４億７，０２４万６，０００円、率にすると１６７．９％

と大変大きな増加となりました。 

平成２３年度には、前年度のたばこ税が課税定額を上回ったため、支出した町

たばこ税県交付金１億２，７４４万円が含まれておりますが、平成２４年度には

これもなく、総額で７億５，０２６万４，０００円を基金に積み立てたものであ

ります。その主な内訳は、財政調整基金に５億３，９０７万２，０００円、減債
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基金に１億３３万７，０００円、教育厚生施設等整備基金に２，０５６万３，０

００円、平成２２年度に基金を造成しました公共施設維持管理基金には４，００

８万円、さらに平成２４年度からは、竜王町立竜王小学校改築基金を新たに造成

し５，００２万６，０００円を積み立てたものであります。 

次に、決算報告書１２８ページの性質別の構成比で見てみますと、義務的経費

である人件費が１７．１％、扶助費が１０．５％、公債費が１５．３％、次に、

投資的経費では普通建設事業費が６．７％、その他経費については物件費が１５．

１％、補助費等が１２．３％、積立金が１２．８％、繰出金が１０．０％となっ

ております。 

性質別の状況を前年度と比較いたしますと、義務的経費は、構成比では前年度

が４８．４％でありましたが、本年度は４２．９％になりましたが、増減率にあ

りましては、５．１％の増になっております。 

次に、投資的経費の構成比は１．４％から６．７％となり、増減率では４７２．

７％と大きく伸びております。また、その他経費比較におきましても構成比率は

前年度と変わらないものの、積立金などに大きな数値がありますので、増減率で

は１８．８％と大きな増加となりました。 

なお、決算の具体的内容につきましては、歳入は、決算報告書の３ページから

８ページに款別に順を追って記載しておりますので、説明を省略させていただき

ます。 

歳出につきましては、決算報告書の９ページから１２３ページにわたり、各所

管別、予算科目順に事務事業の内容と事業の成果表をあわせて列記しております

ので、御披見いただきますようお願いいたします。なお、説明は省略させていた

だきます。 

また、決算書の１０４ページから１０９ページには公有財産の土地及び建物の

平成２４年度中の増減並びに年度末現在高を、また、同じく１０９ページには出

資金並びに出損金の年度末状況を、さらに、１１０ページから１１３ページには

３０万円以上の重要物品を、１１４、１１５ページには基金の年度末現在高をそ

れぞれ記載しておりますので、御参照いただきたいと存じます。 

なお、土地開発基金及び用品等調達基金のそれぞれの運用状況につきましては、

別冊の調書をお届けいたしておりますので、あわせて御参照いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

以上、平成２４度一般会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただき
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ます。 

次に、議第６１号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

平成２４年度の竜王町国民健康保険における被保険者数等については、被保険

者の数が前年度に比べ１．４％の増加となりました。また、退職被保険者数につ

いても１．４％の増加となりました。 

被保険者の異動状況といたしましては、大きな制度改革もなかったことから、

おおむね平年並みの異動件数となりました。竜王町の居住者全体から見た国民健

康保険事業への加入割合では、世帯数は３４．１％、被保険者数は２０．９％と

なっています。 

財政状況につきましては、保険給付費が年々増加傾向にあり、引き続き医療費

の動向を注視し、適正運営に努めなければなりません。 

さて、それでは決算報告書の１３０ページをごらんいただきたいと思います。 

決算収支の状況は、歳入総額が１１億５６８万４，３４３円、歳出総額が１０

億１，９０３万７，５９１円で、歳入歳出差引額は８，６６４万６，７５２円と

なりまして、実質収支額も同額となっております。 

ここから前年度の実質収支額４，３３４万８４５円を差し引きますと、単年度

収支額は４，３３０万５，９０７円の黒字となり、財政調整基金を調整しますと、

実質単年度収支額は４，３３９万６，１１１円の黒字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書１２０ページ、款５の国民健康保険

税が２億７，１５２万６，２６７円、１２１ページの款１５の国庫支出金が１億

８，９２０万１，４２７円、１２２ページ、款２０の療養給付費等交付金が１億

１，２６７万５，８６９円、同ページ最下段、款２１の前期高齢者交付金が２億

８，３２８万２，３７０円、１２３ページ、款２５の県支出金が５，２５８万４，

７１２円、１２４ページ、款３０の共同事業交付金が１億７３８万３，０６０円

でございます。款４０の繰入金は４，３５２万８，０９５円でございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１２８ページ、款１０の保険給付費

が６億９，４５５万９，８３４円、１３０ページ、款１１の後期高齢者支援金等

が１億２，６１４万６，０５１円、１３１ページ、款２０共同事業拠出金１億１，

４２２万４，７８０円等でございます。 

なお、国保の加入世帯数及び被保険者数等につきましては、決算報告書の１３

０ページに記載いたしておりますので、御披見いただきたいと思います。   
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また、決算書の１３７ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

あわせて御参照いただきたいと思います。 

以上、簡単ですが、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決算の概要を申

し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に、議第６２号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は１４１ページからでございます。 

まず、医科診療所における決算収支でございますが、歳入総額が８，９３２万

６，８８４円、歳出総額が８，３１２万８，１９８円で、歳入歳出差引額は６１

９万８，６８６円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから

前年度の実質収支額６７４万２，００４円を差し引きますと、単年度収支額は５

４万３，３１８円の赤字となり、さらに財政調整基金を調整しますと、実質単年

度収支額は７０万９，７８１円の黒字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１４３ページ、款５の診療収入は

８，０４１万４，６３８円であります。 

歳出では、１４６ページの款５の総務費４，４８３万６，１６５円でありまし

て、人件費及び施設の維持管理費でございます。 

次に、１４７ページの款１０の医業費は３，５０５万７０２円で、医薬品や医

療用消耗器材費、医療用機械器具費でございます。 

なお、受診状況は、決算報告書の１４２ページでございますが、年間受診件数

は５，１０３件、年間外来者数は７，９８５人で、新たな医療機関の開業もあり、

いずれも前年度の数値を下回りました。年間外来収入は８，０３３万９，７４８

円となっています。 

以上、簡単でございますが、医科の内容でございます。 

次に、決算報告書の１４３ページ、歯科診療所における決算収支につきまして

御説明申し上げます。 

歳入総額が５，６１０万５，０２７円、歳出総額が５，１５３万４，５９７円

で、歳入歳出差引額は４５７万４３０円となりまして、実質収支額も同額となっ

ております。ここから、前年度の実質収支額５４９万３，１３８円を差し引きま

すと、単年度収支額は９２万２，７０８円の赤字となり、さらに財政調整基金を

調整しますと、実質単年度収支額は２１６万６５５円の赤字となります。 

歳入の主なものは、決算書の１５０ページ、款５の診療収入の４，０９８万９，
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２０７円と１５１ページの款２５の繰入金７８１万円でございます。 

歳出では、１５３ページの款５の総務費が４，０５２万６，２８７円で、人件

費及び施設の維持管理費などでございます。 

また、１５５ページの款１０の医業費は１，０９９万６，２５７円となってい

ます。なお、受診状況は、決算報告書の１４４ページでございますが、年間受診

件数は３，９５５件、年間外来者数は７，０８６人で、それぞれ前年度に引き続

き、受診件数、外来者数ともに増加していますが、年間外来収入は３，９７７万

６，３０７円とわずかに減少しています。 

なお、決算書の１５８ページから１６０ページには財産に関する調書を添付い

たしておりますので、御参照いただきたいと思います。 

以上、国民健康保険事業特別会計（施設勘定）の決算の概要を申し上げ、提案

説明とさせていただきます。 

次に、議第６３号、平成２４年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について、決算の概要を御説明申し上げます。決算報告書は、１４７ページか

らでございます。 

御承知のとおり、学校給食は、成長期における園児・児童・生徒の健康増進を

図るため、栄養のバランスのとれた食事を提供し、あわせて、望ましい食習慣の

形成を図る重要な食育の実践の場と位置づけ、教育の一環として取り組んでおり

ます。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が５，９６７万１，０４４円、歳出

総額が５，９２１万１，５６２円で、歳入歳出差引額は４５万９，４８２円とな

りまして、実質収支額も同額となっております。 

なお、前年度の決算額と比較いたしますと、率にして約０．７％と微増してお

りますが、これは食材購入費の増によるものでございます。 

歳入でございますが、決算書は１６４ページでございます。そのほとんどが給

食費負担金でございまして、決算額は５，８７６万６，６２４円で、歳入総額の

９８．５％となっております。 

歳出につきましては１６５ページで、ほとんどが給食材料費で、決算額が５，

８９２万８，３７８円でございまして、歳出総額の９９．５％を占めております。

その他は、パンの包装・加工の委託料でございます。 

以上、簡単でございますが、学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 
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次に、議第６４号、平成２４年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について決算の概要を御説明申し上げます。決算報告書は１５０ページからでご

ざいます。 

本年度の下水道事業は、平成元年度に供用された殿村・山中地区の農村下水道

が、現在、２４０戸において使用されており、この維持管理を初め、平成３年１

２月から供用開始された公共下水道は、今では町内のほとんどの地域で使用され

ており、本年度末現在では２，８２７戸に及んでおります。農村下水も含めた普

及率は９１．６％となっております。引き続き下水道水洗化率の向上に努めてい

くところであります。また、施設の長寿命化基本構想の策定や岡屋工業団地の編

入に係る事業認可業務等にも取り組んでまいりました。 

さて、決算収支の状況でございますが、歳入総額が６億２，４６２万４，２８

６円、歳出総額が６億１，０６２万９，２３７円で、歳入歳出差引額は１，３９

９万５，０４９円となります。翌年度へ繰り越した事業として、下水道管路施設

に係る長寿命化計画策定業務の２９０万円がございますので、実質収支は１，１

０９万５，０４９円となります。 

次に、歳入の主なものにつきまして御説明申し上げます。決算書は１７０ペー

ジからでございます。 

款１０の使用料及び手数料の決算額は１億７，６０７万９３９円となっており

ます。また、１７１ページ、款１５の国庫支出金は１７０万円で、特定環境保全

公共下水道事業の国庫補助金であります。 

次に、款３０の繰入金は一般会計からの繰り入れが農業集落排水事業分が１，

１４８万７，０００円、公共下水道事業分が２億７，０３５万８，０００円であ

ります。また、基金繰入の２００万円につきましては、殿村地区の集落排水処理

施設の屋根の修繕を行うため繰り入れを行ったものでございます。 

さらに、１７３ページ、款４５の町債は１億４，４６０万円で、特定環境保全

公共下水道事業及び琵琶湖流域下水道事業に係るものでございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１７４ページ款５の農業集落排水事

業費の決算額が１，１１９万４，８８５円で、殿村と山中のそれぞれの処理施設

にかかります維持・管理経費であります。 

次に、款１０の公共下水道事業費の決算額は１億１，８２７万２８３円でござ

いまして、そのうち、１７６ページ、琵琶湖流域下水道維持管理負担金が６，５

９３万８，８２２円、管渠築造費の委託料が７０５万６，０００円でございます。 
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次に、１７７ページの公債費の決算額は４億８，１１６万４，０６９円で、こ

のうち、償還元金は３億３，７２７万６，９４０円でございます。 

本年度末の町債残高は５０億３，０５９万６，０００円となりまして、平成２

３年度末から１億９，２６８万円余り減少しております。 

なお、決算書の１７９ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほど御参照をいただきたいと思います。 

以上、下水道事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

次に、議第６５号、平成２４年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、決算の概要を御説明申し上げます。決算報告書は１５４ページからでご

ざいます。 

平成１２年度に導入されました介護保険制度は、本年度で１３年が経過いたし

ましたが、その間、さまざまな法改正がなされ、平成２４年度は第５期保険料期

間の初年度であり、前年度に策定いたしております竜王町高齢者保健福祉計画を

踏まえた介護保険事業の展開と制度充実に努めました。 

本年度末の第１号被保険者数は２，６４５人で、うち後期高齢者数は１，３６

２人であります。また、要介護・要支援認定者数は４４５人であります。この認

定者数は、介護保険制度がスタートした平成１２年度と比較いたしますと、約２

倍に伸びておりまして、高齢者の自立を社会全体で支える仕組みとして着実に浸

透・定着してまいりました。また、高齢者の自立支援・尊厳保持を基本とする介

護保険制度の持続可能性を確保するため、平成１７年度の法改正を機に、予防重

視型システムへの転換を図り、介護予防の推進と地域密着型サービスの導入、さ

らに地域包括ケアの充実に努めております。 

決算収支の状況でございますが、歳入決算額が６億８，９６０万１７２円、歳

出決算額が６億７，１７２万４，８４５円で、歳入歳出差引額は１，７８７万５，

３２７円となりまして、実質収支額も同額となっております。また、前年度の実

質収支額を差し引いた実質単年度収支額は３１０万８，６０８円となりました。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１８３ページ、款５の介護保険料

が１億２，９６１万４，１３５円、款１５の国庫支出金が１億５，４２９万８，

５６４円、１８４ページ、款２０の支払基金交付金が１億８，５６９万９８０円、

款２５の県支出金が９，２４７万７，２４６円、１８５ページ、款３５の繰入金

が１億７１４万５，９８９円のうち、介護給付費準備基金からの繰入金が１，３
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１０万２，０００円でございます。 

歳出の主なものといたしましては、１８９ページ、款１０の保険給付費が６億

３，５７７万３，１０８円でございまして、歳出総額の９４．６％を占めており

ます。 

また、１９４ページ、款１１の地域支援事業費は２，０６９万８，６５８円で

ございます。地域包括支援センターを設置し、要介護状態にならないように、ま

た、なったとしても、地域において自立した日常生活を営むことができるよう支

援するための事業に要した費用でございます。さらに、１９６ページの介護給付

費準備基金積立金は５４０万２４５円でありました。諸支出金の償還金８９万８

８６円につきましては、過年度分の介護給付費に係る精算で、国、県及び支払基

金にそれぞれ返還いたしました。 

詳細につきましては、決算報告書の１５４ページから１５８ページに一般状況

を、また、１５８ページ以降に経理状況をそれぞれ記載させていただいておりま

す。また、決算書の１９９ページに財産に関する調書を添付いたしておりますの

で、御参照いただきたいと思います。 

以上、介護保険特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただき

ます。 

次に、議第６６号、平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、決算の概要を御説明申し上げます。決算報告書は１７２ページか

らでございます。 

後期高齢者医療制度は、初年度から制度改正が行われるなど課題もありました

が、５年目を迎えた平成２４年度は、制度の周知も一定の成果を見たことにより、

円滑な制度運営を行うことができました。保険給付や保険料額の決定などは、滋

賀県後期高齢者医療広域連合が担っておりまして、町においては、被保険者から

の保険料徴収を行っておりますが、収納率は１００％でありました。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が８，０５１万１，８８２円、歳出

総額が８，００４万５，３２３円で、歳入歳出差引額は４６万６，５５９円とな

りまして、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものは決算書の２０３ページ、款５の後期高齢者保険料が５，６９

５万６，８９２円、款２０の一般会計からの繰入金は２，３４２万４，１４９円

で、そのうち２，１５９万７，５５４円は保険基盤安定に係る繰入金でございま

す。 
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次に歳出でございますが、決算書は２０５ページでございます。 

総務費が１６３万７，３４８円で、後期高齢者医療運営に当たっての電算シス

テムの保守や保険料徴収の事務費でございます。また、２０５ページ、款１０の

後期高齢者医療広域連合納付金７，８２９万１，７６８円は、被保険者から納付

された保険料等を滋賀県後期高齢者医療広域連合に納付しているものです。 

以上、後期高齢者医療特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせてい

ただきます。 

以上をもちまして、議第６０号から議第６６号までの７議案につきましての提

案説明を終わらせていただきます。よろしく御審議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 村井産業建設主監。 

○産業建設主監（村井耕一） ただいま、町長から提案理由を申し上げました議第

６７号、平成２４年度竜王町水道事業会計の決算内容について説明を申し上げま

す。 

平成２４年度予算においても量水器交換に係る経費を計上し、お認めをいただ

いておきながら事業に着手しなかったことは、所管の長といたしまして弁明の余

地はなく、職務怠慢のそしりを受けてしかるべきと衷心より反省をいたしておる

ところでございます。町民皆様の信頼を大きく損なった事態に深くおわびを申し

上げ、すぐに取り戻せるものではございませんが、いま一度、法令遵守のもと、

信頼回復に向かって、職員一同、原点からの再出発の新たな思いで職務に全力傾

注いたしてまいる覚悟でございます。何とぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、平成２４年度の事業の概要につきまして申し上げます。 

当年度の給水人口は１万２，１８９人で、前年度と比較して１１４人の減少と

なっています。また、年間総配水量は１７２万６，７１６立方メートルであり、

前年度より３１万４，４２９立方メートルの減少となりました。全て県水受水に

よるものでございます。年間有収水量につきましては１４８万８，５８１立方メ

ートルであり、前年度より６，６５５立方メートルの増加でありました。 

経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は３億３５３万５，２７１

円で、前年度と比較しますと５３９万７，３８９円の増加となりました。一方、

費用の総額は２億６，２３７万９，６２２円で、前年度と比較しますと、１，５

３１万７，４８９円の減少となりました。この費用の減少につきましては、受水

費などの減少によるものでございます。 
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以上のことから、収益から費用を差し引いた決算額といたしましては、４，１

１５万５，６４９円の純利益となったものでございます。 

今後も引き続き水道事業の運営につきましては、さらに経費の節減等に努めな

がら事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

それでは、決算書に基づきまして、決算の内容を御説明いたします。 

まず、１ページの平成２４年度竜王町水道事業決算報告書をごらんください。

第３条予算の収益的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしましては、

営業収益と営業外収益を合わせまして、決算額が３億１，７４０万１，７３４円

で、そのうち仮受消費税は１，３８６万６，４６３円でございます。 

支出におきましては、水道事業費といたしましては、営業費用と営業外費用を

合わせまして決算額が２億７，１７１万２，７４１円で、そのうち仮払消費税は

８８４万７，７１９円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

しては、企業債と建設改良補助金等を合わせまして決算額が１億５９４万２，７

５０円でございます。支出におきましては、資本的支出といたしましては、建設

改良費と企業債償還金を合わせまして決算額が１億４，１５８万４，３３２円で、

そのうち仮払消費税は６２１万５，２００円でございます。したがいまして、差

引、資本的収入額が資本的支出額に不足する額３，５６４万１，５８２円は、過

年度及び当年度分の損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額で補塡いたしま

した。 

次に、３ページの損益計算書をごらんください。営業収益といたしましては、

給水収益とその他営業収益を合わせまして２億７，５５９万１，７６０円、営業

費用といたしましては、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費

及び資産減耗費を合わせまして２億５，０８７万３，１６５円、その結果、営業

利益が２，４７１万８，５９５円でございます。営業外収益といたしましては、

受取利息及び配当金、補助金、加入金及び雑収益を合わせまして２，７９４万３，

５１１円、営業外費用といたしましては、支払利息及び企業債取扱諸費の企業債

利息と雑支出を合わせまして１，１５０万６，４５７円で、営業外収支は１，６

４３万７，０５４円の黒字、したがいまして、経常利益は４，１１５万５，６４

９円となりました。 

特別利益、損失はございませんので、当年度純利益は同じく４，１１５万５，

６４９円、前年度繰越利益剰余金は１１２万２７１円でございますので、当年度
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未処分利益剰余金は４，２２７万５，９２０円となるものでございます。 

次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をごらんください。これは、地方公

営企業法第３２条第２項の規定に基づき利益の処分を行うものでございます。 

当年度未処分利益剰余金といたしましては、３ページから４ページで御説明申

し上げましたとおり、４，２２７万５，９２０円で、このうち、減債積立金に１

００万円、建設改良積立金に４，０００万円を積み立てたく、御提案申し上げる

ものでございます。積み立てたといたしますと、翌年度繰越利益剰余金は１２７

万５，９２０円になります。 

次に、貸借対照表をごらんください。まず資産の部です。固定資産といたしま

しては、有形固定資産は、土地、建物、構築物などを合わせまして２４億８，６

５７万７，６６１円、無形固定資産は施設利用権のみで８３１万５，０８９円、

投資はございませんので、固定資産合計として２４億９，４８９万２，７５０円

となるものでございます。 

次に、９ページの流動資産といたしましては、現金預金、未収金及び貯蔵品を

合わせまして３億９，５５３万７，９５３円でございます。したがいまして、資

産合計は２８億９，０４３万７０３円となるものでございます。 

次に、負債の部です。固定負債といたしましては、修繕引当金のみでございま

して２，１８６万円、流動負債といたしましては、未払金と前受金を合わせまし

て１億１，７４６万５，７９５円でございます。したがいまして、負債合計は、

１億３，９３２万５，７９５円となるものでございます。 

次に、資本の部です。資本金といたしましては、自己資本金は、繰入資本金と

組入資本金を合わせまして４億２，８３６万９，９４５円、借入資本金は企業債

のみで６億３，５１７万７，０８５円、したがいまして、資本金合計は１０億６，

３５４万７，０３０円となるものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金は、受贈財産評価額、工事負担金

及び工事補助金を合わせまして１４億４，９７２万９，１５３円、利益剰余金は、

減債積立金、建設改良積立金及び当年度未処分利益剰余金を合わせまして２億３，

７８２万８，７２５円でございます。したがいまして、剰余金合計は１６億８，

７５５万７，８７８円となりまして、資本合計は２７億５，１１０万４，９０８

円、負債資本合計は２８億９，０４３万７０３円となるものでございます。 

なお、１１ページから附属書類といたしまして、これらの細部資料を添付いた

しておりますので、ごらんいただきたいというふうに思っております。 
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以上、平成２４年度水道事業会計決算につきましての内容説明とさせていただ

きますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） それでは、ここで決算審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、私のほうから、平成２４年度竜王町歳入

歳出決算並びに竜王町土地開発基金等運用状況の審査結果について御報告申し上

げます。 

なお、第１、審査の概要及び第２、審査の結果についてはお手元の意見書のと

おりでございますので、第３、審査の意見を述べさせていただき、御報告とさせ

ていただきます。 

一般会計は、歳入総額６１億１４５万円、歳出総額５８億５，８３３万７，０

００円、歳入歳出差引額２億４，３１１万３，０００円となり、実質単年度収支

額は７億３，４２７万７，０００円の大幅な黒字決算となりました。歳入歳出と

も前年度に比較して大きく増加しております。 

また、特別会計は、６会計合計で歳入総額２７億５５２万３，０００円、歳出

総額２５億７，５３１万１，０００円、歳入歳出差引額の総額は１億３，０２１

万２，０００円となり、前年度比４，７９４万５，０００円の増加となりました。 

このような中、決算内容については需用費や扶助費等において総体的に大きな

不用額も見られましたが、これらを除いては、ほぼ適正に運営されているものと

見受けました。 

審査に当たり、諸帳簿との照合、計数の確認並びに各会計の予算執行状況につ

いて慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は見当たりませ

んでした。また、審査を通じて、各会計とも諸経費の節減に向けて努力されてい

ることや、さらには各課の課題事項を着実に業務遂行しておられることを理解す

ることができました。しかし、重要物品の管理状況については、供用・保管の区

分が不明確な点や、備品シール不貼付などが散見されました。全庁的には、各課

事務分掌の課の庶務に関することの業務を明確に分担している部署ほど、一般備

品も含めて管理状況が良好であるという傾向を感じました。いま一度、現仕様を

見直し、より簡便で確実な管理に努められるよう期待します。 

また、納税意識の向上を常々図られ、平成２５年度からはコンビニ収納制度を

導入され、納税及び使用料等納付に際し、門戸拡大を図られていますが、滞納が

全般的に漸増傾向にあります。従来の手法を礎に、初期対応等に工夫を重ねられ、
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収納率の向上を図られるよう期待します。 

平成２４年度の決算状況は、町内大手企業の業績回復を受けて、法人町民税が

大きく増加したことなどにより、歳入が前年度に比して大きく増加しました。こ

れを受け、各種基金の充実や公債費の平準化、普通建設事業の平準化などが進み

ました。しかし、将来の財政推移を想定しますと、歳出面における義務的経費の

人件費や扶助費、その他経費の物件費等は着実に増加傾向にある一方、歳入面で

は着実な増大は見込みづらい状況にあり、財政状況は依然として厳しい状況が続

くと推察されます。 

ついては、効率的な運用を図るとともに、引き続き、さらなる行財政改革を図

られ、最終的には住民福祉の向上に努められることを期待して審査の意見といた

します。 

続いて平成２４年度竜王町水道事業会計決算の審査結果について御報告申し上

げます。 

こちらのほうも、第３、審査の意見を述べさせていただきまして、報告とさせ

ていただきます。お手元の資料をお願いします。 

平成２４年度水道事業会計決算の審査を実施いたしました。審査に当たり、関

係諸帳簿との照合、計数の確認を慎重に行いましたが、特に指摘すべき事項は見

当たりませんでした。また、諸経費については節減のため努力されていると感じ

ました。業況については、有収率の大幅な改善や原水及び浄水費、配水及び給水

費などの縮減の結果、営業利益が２，４７１万８，５９５円、前年度比１，６６

９万７，９１１円増となりました。しかし、昨年度危惧しました貯蔵品の在庫管

理については改善の兆しがありません。整理整頓の励行及び在庫管理の着実な実

施が必要であることを今年度改めて指摘します。 

なお、水道量水器期限切れ問題は、町民の信頼を大きく損なう事態を惹起しま

した。まず優先されるべきは正常な状態への最速の対応であります。次に問題の

原因究明及び再発防止策の着実な実践による信頼回復への精励であります。いま

一度、法令遵守のもとに、費用対効果を勘案し、安心・安全及び安定ある水道事

業の運営に向け取り組まれることを期待いたします。 

以上で報告を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 引き続き、提案理由の説明をお願いします。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、報第３号及び報第４号につきまして提案理由を
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申し上げます。 

報第３号、平成２４年度竜王町健全化判断比率について及び報第４号、平成２

４年度竜王町資金不足比率についてにつきましては、地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により御報告申し上げる

ものでございます。 

まず、平成２４年度竜王町健全化判断比率につきましては、それぞれ決算数値

に基づき算出いたしました結果、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきまし

ては、それぞれ赤字額は発生せず、該当なしとなりました。 

実質公債費比率につきましては、早期健全化基準が２５％に対しまして１６．

７％となり、将来負担比率につきましては、早期健全化基準が３５０％に対しま

して７７．３％となるものでございます。 

次に、平成２４年度竜王町資金不足比率につきましては、決算数値に基づき算

出いたしました結果、水道事業、下水道事業ともに資金不足が発生せず、資金不

足比率については該当なしとなるものでございます。 

以上をもちまして、議第５３号から議第６７号までの１５議案及び報第３号並

びに報第４号の２報告全てにつきまして、順を追って提案理由を申し上げました

ので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようお願い申し上げます。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 続きまして、審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、平成２４年度竜王町健全化判断比率審査

意見について御報告を申し上げます。 

１、審査の概要、この審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算

定基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当て

て実施しました。 

２、審査期日は、平成２５年８月１９日でした。 

３、審査の結果、（１）、総合意見、審査に付された下記の健全化判断比率及

びその算定基礎となる事実を記載した書類は、いずれも適正に作成されているも

のと認めました。比率はごらんのとおりございます。 

（２）、個別意見、①実質赤字比率について、平成２４年度の実質赤字比率は

マイナス３．２６％であり、早期健全化基準の１５．００％と比較すると、これ

を下回り、良好な状況にあると認められます。 
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②連結実質赤字比率について、平成２４年度の連結実質赤字比率はマイナス１

４．５８％であり、早期健全化基準の２０．００％と比較すると、これを下回り、

良好な状況にあると認められます。 

③実質公債費比率について、平成２４年度の実質公債費比率は１６．７％であ

り、早期健全化基準の２５．０％と比較すると、これを下回り、良好な状況にあ

ると認められます。 

④将来負担比率について、平成２４年度の将来負担比率は７７．３％であり、

早期健全化基準の３５０．０％と比較すると、これを下回り、良好な状況にある

と認められます。 

３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

続いて、平成２４年度竜王町公営企業会計資金不足比率の審査結果について御

報告申し上げます。 

１、審査の概要、この審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当て

て実施しました。 

２、審査期日は、平成２５年８月１９日でございました。 

３、審査の結果、（１）、総合意見、審査に付された下記の資金不足比率及び

その算定基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているもの

と認めました。比率はごらんのとおりでございます。 

（２）、個別意見、水道事業会計、下水道事業会計ともに経営健全化基準の２

０．００％と比較すると、極めて良好な状況にあると認められます。 

（３）、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

以上でございます。終わります。 

○議長（蔵口嘉寿男） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

この際、日程第１８ 報第３号及び日程第１９ 報第４号の２報告について、

質疑がありましたら、これを認めることにいたします。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、日程第１

８ 報第３号及び日程第１９ 報第４号の２報告について、報告を終結いたしま

す。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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日程第２０ 議員派遣について 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２０、議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

竜王町議会会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派

遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は、議長において

これを決定いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、本件は、そのように決定

いたしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくようお願い

いたします。 

以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後３時１７分 

 

 


